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第３３回バックエンド夏期セミナー プログラム （暫定版） 
⽇本原⼦⼒学会 バックエンド部会 

 
１．開催主旨 

 国内で今後数⼗年以上にわたり継続する廃⽌措置における、廃棄物処理処分の役割について討
議し確認する。また、今後数⼗年以上にわたり必要となる⼈材を育成する取り組みの⼀つとして、これ
までの廃棄物処理処分検討の歴史を振り返り、その基本的考え⽅を再確認する。これらを通じて得ら
れた認識を、バックエンド部会の活動に反映する。 

 
２．⽇時 

   ８⽉２５⽇（⾦） １３︓００－１８︓３０ （情報交換会   １８︓３０－２０︓００） 

   ８⽉２６⽇（⼟） ０９︓３０－１２︓３０ （運営⼩委員会 １３︓３０－１５︓００） 
   

３．会場 
 ・ 東京都市⼤学 3 号館 311 教室(定員 120 名) 
      （懇親会） 東京都市⼤学 14 号館「カフェ SORA」(定員 100 名程度) 

 
４．セミナー内容 
（１）原⼦⼒施設の廃⽌措置における廃棄物マネジメントの役割 （８⽉２５⽇（⾦）） 
    ① 開会あいさつ（バックエンド部会⻑）    13:00〜13:10 

② 国内の原⼦⼒施設廃⽌措置計画と廃棄物マネジメント 
(1) 研究炉の廃⽌措置と廃棄物マネジメント（武蔵⼯⼤炉の経験） 13:10〜13:40 
    東京都市⼤学 原⼦⼒研究所 内⼭ 孝⽂ 様 
(2) 商⽤炉の廃⽌措置と廃棄物マネジメント   13:40〜14:20 
    ⽇本原⼦⼒発電株式会社 廃⽌措置プロジェクト推進室 野⼝ 裕史 様 
(3) 解体廃棄物の処理処分に向けた取り組み（研究炉）  14:20〜15:00 
    ⽇本原⼦⼒研究開発機構 バックエンド研究開発部⾨ 坂本 義昭 様 

   ③ 海外の廃⽌措置における廃棄物マネジメント（各 40 分。通訳・質疑応答を含む） 
    (1) EnergySolutions の経験 （Colin Austin, SVP）  15:10〜15:50 
    (2) AECOM の経験 (Tim Carraway, VP)   15:50〜16:30 
    (3) ATKINS の経験（Tim Milner, CTO）   16:30〜17:10 
        （休憩） 
   ④（パネルディスカッション）廃⽌措置において処理処分に求められること 17:20〜17:50 
      （パネラー検討中） 
    ⑤ ポスターセッション      18:00〜18:30 
    ⑥ 情報交換会      18:30〜20:00 
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（２）地層処分︓基本的な考え⽅・これまでの取り組み・現状 （８⽉２６⽇（⼟）） 
    ① 主旨説明       09:30〜09:40 
   ② 地層処分の基本的考え⽅と取り組みの経緯 
    (1) ⾼レベル放射性廃棄物処分概念の検討経緯と課題  09:40〜11:00 
       （質疑応答・意⾒交換を含む） 

原⼦⼒安全研究協会 増⽥ 純男 様 
    (2) 放射性廃棄物処分の科学的基礎    11:10〜12:30 
       （質疑応答・意⾒交換を含む） 

原⼦⼒安全研究協会 杤⼭ 修 様 
 
   ③ 閉会の挨拶 
 

－以上－ 

 


